
(57)【要約】

【課題】電圧印加が継続されても電池寿命が短くなるの

を防止できる電池システムを提供する。

【解決手段】複数の単セルが直列に接続された電池モジ

ュールＣと、外部から電源が供給される充電用端子１１

と電池モジュールの正極との間に設けられ、複数の単セ

ルの各々の電圧に基づき開閉される充電用スイッチＳ１

と、外部へ電源を供給する放電用端子１２にカソードが

接続されたダイオードＤ２と、ダイオードのアノードと

電池モジュールの正極との間に設けられた放電用スイッ

チＳ２とを備える。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 単 セ ル が 直 列 に 接 続 さ れ た 電 池 モ ジ ュ ー ル と 、
　 外 部 か ら 電 源 が 供 給 さ れ る 充 電 用 端 子 と 前 記 電 池 モ ジ ュ ー ル の 正 極 と の 間 に 設 け ら れ 、
前 記 複 数 の 単 セ ル の 各 々 の 電 圧 に 基 づ き 開 閉 さ れ る 充 電 用 ス イ ッ チ と 、
　 外 部 へ 電 源 を 供 給 す る 放 電 用 端 子 に カ ソ ー ド が 接 続 さ れ た ダ イ オ ー ド と 、
　 前 記 ダ イ オ ー ド の ア ノ ー ド と 前 記 電 池 モ ジ ュ ー ル の 正 極 と の 間 に 設 け ら れ た 放 電 用 ス イ
ッ チ と 、
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 電 池 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 各 々 の 充 電 用 端 子 お よ び 放 電 用 端 子 が 共 通 に 接 続 さ れ る 複 数 の 電 池 ユ ニ ッ ト を 備 え 、
　 前 記 複 数 の 電 池 ユ ニ ッ ト の 各 々 は 、
　 複 数 の 単 セ ル が 直 列 に 接 続 さ れ た 電 池 モ ジ ュ ー ル と 、
　 外 部 か ら 電 源 が 供 給 さ れ る 充 電 用 端 子 と 前 記 電 池 モ ジ ュ ー ル の 正 極 と の 間 に 設 け ら れ 、
前 記 複 数 の 単 セ ル の 各 々 の 電 圧 に 基 づ き 開 閉 さ れ る 充 電 用 ス イ ッ チ と 、
　 外 部 へ 電 源 を 供 給 す る 放 電 用 端 子 に カ ソ ー ド が 接 続 さ れ た ダ イ オ ー ド と 、
　 前 記 ダ イ オ ー ド の ア ノ ー ド と 前 記 電 池 モ ジ ュ ー ル の 正 極 と の 間 に 設 け ら れ た 放 電 用 ス イ
ッ チ と を 備 え 、
　 前 記 複 数 の 電 池 ユ ニ ッ ト に そ れ ぞ れ 備 え ら れ た 複 数 の 充 電 用 ス イ ッ チ を 排 他 的 に 順 次 オ
ン さ せ る 制 御 回 路 と 、
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 電 池 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 単 セ ル は リ チ ウ ム イ オ ン 二 次 電 池 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項
２ 記 載 の 電 池 シ ス テ ム 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 複 数 の 二 次 電 池 を 直 列 に 接 続 し て な る 電 池 シ ス テ ム に 関 し 、 特 に 、 二 次 電 池
の 寿 命 を 延 ば す 技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 ４ は 、 従 来 の 電 池 シ ス テ ム １ ０ の 構 成 を 示 す 図 で あ り 、 電 池 シ ス テ ム １ ０ が 無 停 電 電
源 装 置 （ Ｕ Ｐ Ｓ ： Uninterruptible Power Supply） と し て 使 用 さ れ る シ ス テ ム の 例 を 示 し
て い る 。 こ の シ ス テ ム に お い て は 、 充 電 回 路 ２ ａ か ら 電 源 ラ イ ン ４ 及 び 電 池 シ ス テ ム １ ０
を 介 し て ア プ リ ケ ー シ ョ ン ３ ０ に 電 源 が 供 給 さ れ る 。 ア プ リ ケ ー シ ョ ン ３ ａ は 、 例 え ば イ
ン バ ー タ お よ び 該 イ ン バ ー タ か ら 電 源 が 供 給 さ れ る 対 象 装 置 （ 負 荷 ） か ら 構 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 電 池 シ ス テ ム １ ０ の 充 電 用 端 子 １ １ は 電 源 ラ イ ン ４ を 介 し て 充 電 回 路 ２ ａ に 接 続 さ れ 、
共 通 端 子 １ ３ は 接 地 さ れ て い る 。 電 池 シ ス テ ム １ ０ の 放 電 用 端 子 １ ２ は 定 電 圧 源 ２ ｂ 及 び
ア プ リ ケ ー シ ョ ン ３ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 電 池 シ ス テ ム １ ０ は 、 充 電 用 ス イ ッ チ Ｓ １ 、 放
電 用 ス イ ッ チ Ｓ ２ お よ び 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ か ら 構 成 さ れ て い る 。 充 電 用 ス イ ッ チ Ｓ １ の 一
方 の 端 子 は 充 電 用 端 子 １ １ に 接 続 さ れ 、 他 方 の 端 子 は 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ の 正 極 に 接 続 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 放 電 用 ス イ ッ チ Ｓ ２ の 一 方 の 端 子 は 放 電 用 端 子 １ ２ に 接 続 さ れ 、 他 方 の 端 子 は 電 池 モ ジ
ュ ー ル Ｃ の 正 極 に 接 続 さ れ て い る 。 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ は 、 ｎ 個 （ ｎ は 正 の 整 数 ） の 単 セ ル
Ｃ 1 ～ Ｃ n が 直 列 に 接 続 さ れ て 構 成 さ れ て お り 、 各 単 セ ル は 、 リ チ ウ ム イ オ ン 二 次 電 池 か ら
構 成 さ れ て い る 。 こ の 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ の 正 極 は 、 上 述 し た よ う に 充 電 用 ス イ ッ チ Ｓ １ の
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他 方 の 端 子 お よ び 放 電 用 ス イ ッ チ Ｓ ２ の 他 方 の 端 子 に 接 続 さ れ て お り 、 負 極 は 、 共 通 端 子
１ ３ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 さ れ る 従 来 の 電 池 シ ス テ ム １ ０ で は 、 充 電 用 ス イ ッ チ Ｓ １ は 、 電 池 モ
ジ ュ ー ル Ｃ を 構 成 す る ｎ 個 の 単 セ ル Ｃ 1 ～ Ｃ n の う ち の １ つ 以 上 の 電 圧 が 下 限 値 （ 例 え ば ２
． ５ Ｖ ） に な っ た 場 合 に オ ン さ れ て 充 電 回 路 ２ ａ に よ り 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ が 充 電 さ れ る 。
そ し て 、 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ の 電 圧 が 上 限 値 （ 例 え ば ４ ． ３ Ｖ ） に な っ た 場 合 に 充 電 用 ス イ
ッ チ Ｓ １ が オ フ さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 定 電 圧 源 ２ ｂ は 、 図 示 し な い 交 流 電 源 の 交 流 電 圧 を 直 流 電 圧 に 変 換 し て 一 定 の 直
流 電 圧 を 出 力 す る 。 放 電 用 ス イ ッ チ Ｓ ２ は 、 通 常 は 、 定 電 圧 源 ２ ｂ か ら ア プ リ ケ ー シ ョ ン
３ ０ に 電 源 が 供 給 さ れ る と 、 こ の ア プ リ ケ ー シ ョ ン ３ ０ か ら の 制 御 信 号 に よ り オ ン さ れ て
い る 。 こ れ に よ り 、 定 電 圧 源 ２ ｂ か ら ア プ リ ケ ー シ ョ ン ３ ０ へ の 電 源 供 給 が 停 止 さ れ て も
、 電 池 シ ス テ ム １ ０ か ら ア プ リ ケ ー シ ョ ン ３ ０ へ 電 源 が 供 給 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 な お 、 関 連 す る 技 術 と し て 、 特 許 文 献 １ は 、 非 水 系 ２ 次 電 池 の 過 充 電 、 過 放 電 の 防 止 を
図 る こ と の で き る 過 充 電 ・ 過 放 電 防 止 装 置 を 開 示 し て い る 。 こ の 過 充 電 ・ 過 放 電 防 止 装 置
は 、 個 々 の 電 池 の 両 端 間 の 電 圧 を 検 出 す る 電 圧 検 出 手 段 と 、 個 々 の 充 電 端 子 間 お よ び 放 電
端 子 間 に 電 池 と 直 列 に 設 け ら れ た ス イ ッ チ 手 段 を 備 え 、 充 電 時 に 個 々 の 電 池 の 電 圧 が 所 定
値 を 越 え た と き 、 電 圧 検 出 手 段 の 個 々 の 出 力 に 基 づ い て ス イ ッ チ 手 段 を オ フ し て 充 電 電 流
を 遮 断 す る 。 放 電 時 に 個 々 の 電 池 が 所 定 値 以 下 に な っ た と き 、 電 圧 検 出 手 段 の 出 力 に 基 づ
い て ス イ ッ チ 手 段 を オ フ し て 放 電 電 流 を 遮 断 す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ３ ４ ６ ７ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 し た 従 来 の 電 池 シ ス テ ム に お い て は 、 放 電 用 ス イ ッ チ Ｓ ２ は 、 通 常
は オ ン さ れ て い る た め に 、 定 電 圧 源 ２ ｂ か ら の 電 圧 が 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ に 印 加 さ れ 続 け る
。 リ チ ウ ム イ オ ン 二 次 電 池 の 特 性 と し て 電 圧 が 印 加 さ れ 続 け る と 非 常 に 微 弱 な 電 流 が 流 れ
続 け 、 電 池 寿 命 が 短 く な る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 し た 問 題 を 解 消 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 そ の 課 題 は 、 電 圧 印 加
が 継 続 さ れ て も 電 池 寿 命 が 短 く な る の を 防 止 で き る 電 池 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 複 数 の 単 セ ル が 直 列 に 接 続 さ れ た
電 池 モ ジ ュ ー ル と 、 外 部 か ら 電 源 が 供 給 さ れ る 充 電 用 端 子 と 電 池 モ ジ ュ ー ル の 正 極 と の 間
に 設 け ら れ 、 複 数 の 単 セ ル の 各 々 の 電 圧 に 基 づ き 開 閉 さ れ る 充 電 用 ス イ ッ チ と 、 外 部 へ 電
源 を 供 給 す る 放 電 用 端 子 に カ ソ ー ド が 接 続 さ れ た ダ イ オ ー ド と 、 ダ イ オ ー ド の ア ノ ー ド と
電 池 モ ジ ュ ー ル の 正 極 と の 間 に 設 け ら れ た 放 電 用 ス イ ッ チ と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 各 々 の 充 電 用 端 子 お よ び 放 電 用 端 子 が 共 通 に 接 続 さ れ る 複 数 の
電 池 ユ ニ ッ ト を 備 え 、 複 数 の 電 池 ユ ニ ッ ト の 各 々 は 、 複 数 の 単 セ ル が 直 列 に 接 続 さ れ た 電
池 モ ジ ュ ー ル と 、 外 部 か ら 電 源 が 供 給 さ れ る 充 電 用 端 子 と 電 池 モ ジ ュ ー ル の 正 極 と の 間 に
設 け ら れ 、 複 数 の 単 セ ル の 各 々 の 電 圧 に 基 づ き 開 閉 さ れ る 充 電 用 ス イ ッ チ と 、 外 部 へ 電 源
を 供 給 す る 放 電 用 端 子 に カ ソ ー ド が 接 続 さ れ た ダ イ オ ー ド と 、 ダ イ オ ー ド の ア ノ ー ド と 電
池 モ ジ ュ ー ル の 正 極 と の 間 に 設 け ら れ た 放 電 用 ス イ ッ チ と を 備 え 、 複 数 の 電 池 ユ ニ ッ ト に
そ れ ぞ れ 備 え ら れ た 複 数 の 充 電 用 ス イ ッ チ を 排 他 的 に 順 次 オ ン さ せ る 制 御 回 路 を 備 え た こ
と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 放 電 用 ス イ ッ チ が オ ン さ れ て い る 状 態 で は ダ イ オ ー ド は
逆 バ イ ア ス に な る の で 、 外 部 か ら の 電 圧 が 電 池 モ ジ ュ ー ル に 印 加 さ れ る こ と が な い 。 し た
が っ て 、 電 池 モ ジ ュ ー ル に 微 弱 な 電 流 が 流 れ 続 け る こ と が な い の で 、 電 池 寿 命 が 短 く な る
の を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の 電 池 ユ ニ ッ ト の 充 電 用 ス イ ッ チ は 、 排 他 的
に 順 次 オ ン さ れ る の で 、 各 電 池 ユ ニ ッ ト に 含 ま れ る 電 池 モ ジ ュ ー ル に 同 時 に 充 電 電 流 が 流
れ る こ と が な い 。 し た が っ て 、 こ の 電 池 シ ス テ ム に 電 力 を 供 給 す る 外 部 の 電 源 の 電 源 容 量
を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 以 下 で は 、
背 景 技 術 の 欄 で 説 明 し た 従 来 の 電 池 シ ス テ ム と 同 一 ま た は 相 当 す る 構 成 要 素 に は 、 背 景 技
術 の 欄 で 使 用 し た 符 号 と 同 一 の 符 号 を 付 し て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 電 池 シ ス テ ム １ の 構 成 を 示 す 図 で あ り 、 電 池 シ ス テ ム
１ が 無 停 電 電 源 装 置 と し て 使 用 さ れ る シ ス テ ム の 例 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の シ ス テ ム に お い て は 、 定 電 圧 回 路 ２ か ら 電 源 ラ イ ン ４ を 介 し て ア プ リ ケ ー シ ョ ン ３
ａ に 電 源 が 供 給 さ れ る 。 ア プ リ ケ ー シ ョ ン ３ ａ は 、 例 え ば イ ン バ ー タ お よ び 該 イ ン バ ー タ
か ら 電 源 が 供 給 さ れ る 対 象 装 置 （ 負 荷 ） か ら 構 成 さ れ て い る 。 電 池 シ ス テ ム １ ａ は 、 電 源
ラ イ ン ４ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 電 池 シ ス テ ム １ ａ の 充 電 用 端 子 １ １ お よ び 放 電 用 端 子 １ ２ は 電 源 ラ イ ン ４ に 接 続 さ れ 、
共 通 端 子 １ ３ は 接 地 さ れ て い る 。 電 池 シ ス テ ム １ ａ は 、 充 電 用 ダ イ オ ー ド Ｄ １ 、 充 電 用 ス
イ ッ チ Ｓ １ 、 放 電 用 ダ イ オ ー ド Ｄ ２ 、 放 電 用 ス イ ッ チ Ｓ ２ 、 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ 、 電 圧 検 出
部 １ ４ 1 ～ １ ４ n お よ び 電 圧 監 視 部 １ ５ か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 充 電 用 ダ イ オ ー ド Ｄ １ の ア ノ ー ド は 充 電 用 端 子 １ １ に 接 続 さ れ 、 カ ソ ー ド は 充 電 用 ス イ
ッ チ Ｓ １ の 一 方 の 端 子 に 接 続 さ れ て い る 。 充 電 用 ス イ ッ チ Ｓ １ の 他 方 の 端 子 は 、 電 池 モ ジ
ュ ー ル Ｃ の 正 極 に 接 続 さ れ て い る 。 充 電 用 ス イ ッ チ Ｓ １ の オ ン ／ オ フ は 、 電 圧 監 視 部 １ ５
か ら の 制 御 信 号 に よ り 制 御 さ れ る 。 な お 、 充 電 用 ダ イ オ ー ド Ｄ １ は 、 必 ず し も 設 け る 必 要
は な く 、 オ プ シ ョ ン で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 放 電 用 ダ イ オ ー ド Ｄ ２ の カ ソ ー ド は 放 電 用 端 子 １ ２ に 接 続 さ れ 、 ア ノ ー ド は 放 電 用 ス イ
ッ チ Ｓ ２ の 一 方 の 端 子 に 接 続 さ れ て い る 。 放 電 用 ス イ ッ チ Ｓ ２ の 他 方 の 端 子 は 、 電 池 モ ジ
ュ ー ル Ｃ の 正 極 に 接 続 さ れ て い る 。 放 電 用 ス イ ッ チ Ｓ ２ の オ ン ／ オ フ は 、 ア プ リ ケ ー シ ョ
ン ３ か ら の 制 御 信 号 に よ り 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ は 、 ｎ 個 （ ｎ は 正 の 整 数 ） の 単 セ ル Ｃ 1 ～ Ｃ n が 直 列 に 接 続 さ れ て 構 成
さ れ て お り 、 各 単 セ ル は 、 リ チ ウ ム イ オ ン 二 次 電 池 か ら 構 成 さ れ て い る 。 こ の 電 池 モ ジ ュ
ー ル Ｃ の 正 極 は 、 上 述 し た よ う に 充 電 用 ス イ ッ チ Ｓ １ の 他 方 の 端 子 お よ び 放 電 用 ス イ ッ チ
Ｓ ２ の 他 方 の 端 子 に 接 続 さ れ て お り 、 負 極 は 、 共 通 端 子 １ ３ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 単 セ ル Ｃ 1 ～ Ｃ n の 両 端 に は 、 電 圧 検 出 部 １ ４ 1 ～ １ ４ n が そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。 電 圧
検 出 部 １ ４ 1 ～ １ ４ n は 、 単 セ ル Ｃ 1 ～ Ｃ n の 両 端 の 電 圧 を そ れ ぞ れ 検 出 し 、 電 圧 監 視 部 １ ５
に 送 る 。 電 圧 監 視 部 １ ５ は 、 電 圧 検 出 部 １ ４ 1 ～ １ ４ n で 検 出 さ れ た 複 数 の 電 圧 の い ず れ か
が 上 限 値 （ 例 え ば ４ ． ３ Ｖ ） に な っ た 場 合 に 充 電 用 ス イ ッ チ Ｓ １ を オ フ し 、 下 限 値 （ 例 え
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ば ２ ． ５ Ｖ ） に な っ た 場 合 に 充 電 用 ス イ ッ チ Ｓ １ を オ ン す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 上 記 の よ う に 構 成 さ れ る 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 電 池 シ ス テ ム １ ａ の 動 作 を 説 明
す る 。 こ の 電 池 シ ス テ ム １ ａ で は 、 電 圧 監 視 部 １ ５ は 、 電 圧 検 出 部 １ ４ 1 ～ １ ４ n か ら 送 ら
れ て く る 、 単 セ ル Ｃ 1 ～ Ｃ n の 両 端 電 圧 を 監 視 し て い る 。 そ し て 、 電 圧 検 出 部 １ ４ 1 ～ １ ４ n

か ら 送 ら れ て く る 電 圧 の う ち １ つ 以 上 が 下 限 値 （ 例 え ば ２ ． ５ Ｖ ） に な っ た 場 合 に 、 充 電
用 ス イ ッ チ Ｓ １ を オ ン す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 定 電 圧 回 路 ２ か ら 充 電 用 端 子 １ １ 、 充 電 用 ダ イ オ ー ド Ｄ １ お よ び 充 電 用 ス
イ ッ チ Ｓ １ を 介 し て 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ に 電 圧 が 印 加 さ れ 、 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ が 充 電 さ れ る
。 そ の 結 果 、 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ の 過 放 電 が 防 止 さ れ る 。 一 方 、 電 圧 監 視 部 １ ５ は 、 電 圧 検
出 部 １ ４ 1 ～ １ ４ n か ら 送 ら れ て く る 電 圧 の う ち １ つ 以 上 が 上 限 値 （ 例 え ば ４ ． ３ Ｖ ） に な
っ た 場 合 に 、 充 電 用 ス イ ッ チ Ｓ １ を オ フ す る 。 こ れ に よ り 、 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ の 過 充 電 が
防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 放 電 用 ス イ ッ チ Ｓ ２ は 、 通 常 は 、 定 電 圧 回 路 ２ か ら ア プ リ ケ ー シ ョ ン ３ ａ に 電 源
が 供 給 さ れ る と 、 こ の ア プ リ ケ ー シ ョ ン ３ ａ か ら の 制 御 信 号 に よ り オ ン さ れ て い る 。 こ れ
に よ り 、 定 電 圧 回 路 ２ か ら ア プ リ ケ ー シ ョ ン ３ ａ へ の 電 源 供 給 が 停 止 さ れ る と 、 電 池 モ ジ
ュ ー ル Ｃ か ら 放 電 用 ス イ ッ チ Ｓ ２ 、 放 電 用 ダ イ オ ー ド Ｄ ２ お よ び 放 電 用 端 子 １ ２ を 介 し て
ア プ リ ケ ー シ ョ ン ３ ａ に 電 源 が 供 給 さ れ る 。 そ の 結 果 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン ３ ａ は 、 定 電 圧
回 路 ２ か ら の 電 源 供 給 が 停 止 さ れ て も 、 電 池 シ ス テ ム １ ａ か ら 電 源 が 供 給 さ れ る の で 動 作
を 継 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 放 電 用 ス イ ッ チ Ｓ ２ が オ ン さ れ て い る 状 態 で は 放 電 用 ダ イ オ ー ド
Ｄ ２ は 逆 バ イ ア ス に な る の で 、 定 電 圧 回 路 ２ か ら の 電 圧 が 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ に 印 加 さ れ る
こ と が な い 。 し た が っ て 、 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ に 微 弱 な 電 流 が 流 れ 続 け る こ と が な い の で 、
電 池 寿 命 が 短 く な る と い う 問 題 を 解 消 で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 ２ に 係 る 電 池 シ ス テ ム １ ｂ は 、 実 施 例 １ に 係 る 電 池 シ ス テ ム １ ａ を １ つ
の 電 池 ユ ニ ッ ト と し 、 こ の 電 池 ユ ニ ッ ト を 複 数 備 え て 電 池 シ ス テ ム １ を 構 成 し た も の で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 例 ２ に 係 る 電 池 シ ス テ ム １ の 構 成 を 示 す 図 で あ り 、 電 池 シ ス テ ム
１ ｂ が 無 停 電 電 源 装 置 と し て 使 用 さ れ る シ ス テ ム の 例 を 示 し て い る 。 電 池 シ ス テ ム １ ｂ は
、 第 １ 電 池 ユ ニ ッ ト ２ ０ ａ 、 第 ２ 電 池 ユ ニ ッ ト ２ ０ ｂ お よ び 第 ３ 電 池 ユ ニ ッ ト ２ ０ ｃ と い
っ た ３ 個 の 電 池 ユ ニ ッ ト か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 こ の 実 施 例 ２ で は 、 ３ 個 の 電 池 ユ ニ ッ ト か ら 成 る 電 池 シ ス テ ム １ ｂ に つ い て 説 明
す る が 、 電 池 シ ス テ ム １ ｂ を 構 成 す る 電 池 ユ ニ ッ ト の 数 は ３ 個 に 限 ら ず 、 ２ 個 以 上 で あ れ
ば 任 意 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 第 １ 電 池 ユ ニ ッ ト ２ ０ ａ は 、 充 電 用 ダ イ オ ー ド Ｄ １ 、 充 電 用 ス イ ッ チ Ｓ １ 、 放 電 用 ダ イ
オ ー ド Ｄ ２ 、 放 電 用 ス イ ッ チ Ｓ ２ 、 複 数 の 単 セ ル Ｃ ａ 1 ～ Ｃ ａ n か ら 成 る 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ
ａ 、 電 圧 検 出 部 １ ４ ａ 1 ～ １ ４ ａ n お よ び マ ス タ 電 圧 監 視 部 １ ５ ａ か ら 構 成 さ れ て い る 。 こ
の 第 １ 電 池 ユ ニ ッ ト ２ ０ ａ は 、 実 施 例 １ の 電 圧 監 視 部 １ ５ が マ ス タ 電 圧 監 視 部 １ ５ ａ に 変
更 さ れ て い る 点 を 除 け ば 、 実 施 例 １ に 係 る 電 池 シ ス テ ム と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ ａ お よ び 電 圧 検 出 部 １ ４ ａ 1 ～ １ ４ ａ n は 、 実 施 例 １ に お け る 電
池 モ ジ ュ ー ル Ｃ お よ び 電 圧 検 出 部 １ ４ 1 ～ １ ４ n に そ れ ぞ れ 対 応 す る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
　 マ ス タ 電 圧 監 視 部 １ ５ ａ は 、 本 発 明 の 制 御 回 路 に 対 応 し 、 電 圧 検 出 部 １ ４ ａ 1 ～ １ ４ ａ n

で 検 出 さ れ た 複 数 の 電 圧 、 ス レ ー ブ 電 圧 監 視 部 １ ５ ｂ か ら 送 ら れ て く る 信 号 お よ び ス レ ー
ブ 電 圧 監 視 部 １ ５ ｃ か ら 送 ら れ て く る 信 号 に 基 づ き 、 充 電 用 ス イ ッ チ Ｓ １ 、 充 電 用 ス イ ッ
チ Ｓ ３ お よ び 充 電 用 ス イ ッ チ Ｓ ５ を 排 他 的 に オ ン す る 制 御 を 行 う 。 こ の マ ス タ 電 圧 監 視 部
１ ５ ａ の 詳 細 は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 ２ 電 池 ユ ニ ッ ト ２ ０ ｂ は 、 充 電 用 ダ イ オ ー ド Ｄ ３ 、 充 電 用 ス イ ッ チ Ｓ ３ 、 放 電 用 ダ イ
オ ー ド Ｄ ４ 、 放 電 用 ス イ ッ チ Ｓ ４ 、 複 数 の 単 セ ル Ｃ ｂ 1 ～ Ｃ ｂ n か ら 成 る 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ
ｂ 、 電 圧 検 出 部 １ ４ ｂ 1 ～ １ ４ ｂ n お よ び ス レ ー ブ 電 圧 監 視 部 １ ５ ｂ か ら 構 成 さ れ て い る 。
こ の 第 ２ 電 池 ユ ニ ッ ト ２ ０ ｂ は 、 実 施 例 １ の 電 圧 監 視 部 １ ５ が ス レ ー ブ 電 圧 監 視 部 １ ５ ｂ
に 変 更 さ れ て い る 点 を 除 け ば 、 実 施 例 １ に 係 る 電 池 シ ス テ ム と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 充 電 用 ダ イ オ ー ド Ｄ ３ 、 充 電 用 ス イ ッ チ Ｓ ３ 、 放 電 用 ダ イ オ ー ド Ｄ ４ 、 放 電 用 ス
イ ッ チ Ｓ ４ 、 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ ｂ お よ び 電 圧 検 出 部 １ ４ ｂ 1 ～ １ ４ ｂ n は 、 実 施 例 １ の 充 電
用 ダ イ オ ー ド Ｄ １ 、 充 電 用 ス イ ッ チ Ｓ １ 、 放 電 用 ダ イ オ ー ド Ｄ ２ 、 放 電 用 ス イ ッ チ Ｓ ２ 、
電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ お よ び 電 圧 検 出 部 １ ４ 1 ～ １ ４ n に そ れ ぞ れ 対 応 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ス レ ー ブ 電 圧 監 視 部 １ ５ ｂ は 、 電 圧 検 出 部 １ ４ ｂ 1 ～ １ ４ ｂ n で 検 出 さ れ た 複 数 の 電 圧 の
い ず れ か が 下 限 値 （ 例 え ば ２ ． ５ Ｖ ） に な っ た 場 合 に 充 電 用 ス イ ッ チ Ｓ １ を オ ン す る た め
の 信 号 を 生 成 す る と と も に 、 上 限 値 （ 例 え ば ４ ． ３ Ｖ ） に な っ た 場 合 に 充 電 用 ス イ ッ チ Ｓ
１ を オ フ す る た め の 信 号 を 生 成 し て マ ス タ 電 圧 監 視 部 １ ５ ａ に 送 る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 第 ３ 電 池 ユ ニ ッ ト ２ ０ ｃ は 、 充 電 用 ダ イ オ ー ド Ｄ ５ 、 充 電 用 ス イ ッ チ Ｓ ５ 、 放 電 用 ダ イ
オ ー ド Ｄ ６ 、 放 電 用 ス イ ッ チ Ｓ ６ 、 複 数 の 単 セ ル Ｃ ｃ 1 ～ Ｃ ｃ n か ら 成 る 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ
ｃ 、 電 圧 検 出 部 １ ４ ｃ 1 ～ １ ４ ｃ n お よ び ス レ ー ブ 電 圧 監 視 部 １ ５ ｃ か ら 構 成 さ れ て い る 。
こ の 第 ３ 電 池 ユ ニ ッ ト ２ ０ ｃ は 、 実 施 例 １ の 電 圧 監 視 部 １ ５ が ス レ ー ブ 電 圧 監 視 部 １ ５ ｃ
に 変 更 さ れ て い る 点 を 除 け ば 、 実 施 例 １ に 係 る 電 池 シ ス テ ム と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 な お 、 充 電 用 ダ イ オ ー ド Ｄ ５ 、 充 電 用 ス イ ッ チ Ｓ ５ 、 放 電 用 ダ イ オ ー ド Ｄ ６ 、 放 電 用 ス
イ ッ チ Ｓ ６ 、 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ ｃ お よ び 電 圧 検 出 部 １ ４ ｃ 1 ～ １ ４ ｃ n は 、 実 施 例 １ の 充 電
用 ダ イ オ ー ド Ｄ １ 、 充 電 用 ス イ ッ チ Ｓ １ 、 放 電 用 ダ イ オ ー ド Ｄ ２ 、 放 電 用 ス イ ッ チ Ｓ ２ 、
電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ お よ び 電 圧 検 出 部 １ ４ 1 ～ １ ４ n に そ れ ぞ れ 対 応 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ス レ ー ブ 電 圧 監 視 部 １ ５ ｃ は 、 電 圧 検 出 部 １ ４ ｃ 1 ～ １ ４ ｃ n で 検 出 さ れ た 複 数 の 電 圧 の
い ず れ か が 下 限 値 に な っ た 場 合 に 充 電 用 ス イ ッ チ Ｓ ５ を オ ン す る た め の 信 号 を 生 成 す る と
と も に 、 上 限 値 に な っ た 場 合 に 充 電 用 ス イ ッ チ Ｓ ５ を オ フ す る た め の 信 号 を 生 成 し て マ ス
タ 電 圧 監 視 部 １ ５ ａ に 送 る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 上 記 の よ う に 構 成 さ れ る 本 発 明 の 実 施 例 ２ に 係 る 電 池 シ ス テ ム １ ｂ の 動 作 を 説 明
す る 。 こ の 電 池 シ ス テ ム １ ｂ で は 、 第 １ 電 池 ユ ニ ッ ト ２ ０ ａ の マ ス タ 電 圧 監 視 部 １ ５ ａ は
、 電 圧 検 出 部 １ ４ ａ 1 ～ １ ４ ａ n で 検 出 さ れ た 単 セ ル Ｃ ａ 1 ～ Ｃ n ａ の 電 圧 、 第 ２ 電 池 ユ ニ ッ
ト ２ ０ ｂ の ス レ ー ブ 電 圧 監 視 部 １ ５ ｂ か ら 送 ら れ て く る 信 号 お よ び 第 ３ 電 池 ユ ニ ッ ト ２ ０
ｃ の ス レ ー ブ 電 圧 監 視 部 １ ５ ｃ か ら 送 ら れ て く る 信 号 を 時 分 割 で 監 視 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 す な わ ち 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 マ ス タ 電 圧 監 視 部 １ ５ ａ は 、 期 間 Ｔ １ に お い て は 第 １ 電
池 ユ ニ ッ ト ２ ０ ａ の 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ ａ の 電 圧 を 監 視 し 、 期 間 Ｔ ２ に お い て は 第 ２ 電 池 ユ
ニ ッ ト ２ ０ ｂ の 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ ｂ の 電 圧 を 監 視 し 、 期 間 Ｔ ３ に お い て は 第 ３ 電 池 ユ ニ ッ
ト ２ ０ ｃ の 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ ｃ の 電 圧 を 監 視 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
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　 具 体 的 に は 、 期 間 Ｔ １ に お い て は 、 第 １ 電 池 ユ ニ ッ ト ２ ０ ａ の マ ス タ 電 圧 監 視 部 １ ５ ａ
は 、 電 圧 検 出 部 １ ４ 1 ～ １ ４ n か ら 送 ら れ て く る 電 圧 の う ち の １ つ 以 上 が 下 限 値 に な っ た 場
合 に 、 充 電 用 ス イ ッ チ Ｓ １ を オ ン す る 。 こ れ に よ り 、 定 電 圧 回 路 ２ か ら 充 電 用 端 子 １ １ ａ
、 充 電 用 ダ イ オ ー ド Ｄ １ お よ び 充 電 用 ス イ ッ チ Ｓ １ を 介 し て 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ ａ に 電 圧 が
印 加 さ れ 、 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ ａ が 充 電 さ れ る 。 そ の 結 果 、 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ ａ の 過 放 電 が
防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 一 方 、 マ ス タ 電 圧 監 視 部 １ ５ ａ は 、 電 圧 検 出 部 １ ４ 1 ～ １ ４ n か ら 送 ら れ て く る 電 圧 の う
ち の １ つ 以 上 が 上 限 値 に な っ た 場 合 に 、 充 電 用 ス イ ッ チ Ｓ １ オ フ す る 。 こ れ に よ り 、 電 池
モ ジ ュ ー ル Ｃ の 過 充 電 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 期 間 Ｔ ２ に お い て は 、 第 １ 電 池 ユ ニ ッ ト ２ ０ ａ の マ ス タ 電 圧 監 視 部 １ ５ ａ は 、 第 ２ 電 池
ユ ニ ッ ト ２ ０ ｂ の ス レ ー ブ 電 圧 監 視 部 １ ５ ｂ か ら 送 ら れ て く る 信 号 が 、 電 圧 検 出 部 １ ４ ｂ

1 ～ １ ４ ｂ n か ら 送 ら れ て く る 電 圧 の う ち の １ つ 以 上 が 下 限 値 に な っ た こ と を 示 し て い る 場
合 に 充 電 用 ス イ ッ チ Ｓ ３ を オ ン す る 。 こ れ に よ り 、 定 電 圧 回 路 ２ か ら 充 電 用 端 子 １ １ ｂ 、
充 電 用 ダ イ オ ー ド Ｄ ３ お よ び 充 電 用 ス イ ッ チ Ｓ ３ を 介 し て 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ ｂ に 電 圧 が 印
加 さ れ 、 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ ｂ が 充 電 さ れ る 。 そ の 結 果 、 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ ｂ の 過 放 電 が 防
止 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 一 方 、 マ ス タ 電 圧 監 視 部 １ ５ ａ は 、 ス レ ー ブ 電 圧 監 視 部 １ ５ ｂ か ら 送 ら れ て く る 信 号 が
、 電 圧 検 出 部 １ ４ ｂ 1 ～ １ ４ ｂ n か ら 送 ら れ て く る 電 圧 の う ち の １ つ 以 上 が 上 限 値 に な っ た
こ と を 示 し て い る 場 合 に 、 充 電 用 ス イ ッ チ Ｓ ３ オ フ す る 。 こ れ に よ り 、 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ
ｂ の 過 充 電 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 期 間 Ｔ ３ に お い て は 、 第 １ 電 池 ユ ニ ッ ト ２ ０ ａ の マ ス タ 電 圧 監 視 部 １ ５ ａ は 、 第 ３ 電 池
ユ ニ ッ ト ２ ０ ｃ の ス レ ー ブ 電 圧 監 視 部 １ ５ ｃ か ら 送 ら れ て く る 信 号 が 、 電 圧 検 出 部 １ ４ ｃ

1 ～ １ ４ ｂ n か ら 送 ら れ て く る 電 圧 の う ち の １ つ 以 上 が 下 限 値 に な っ た こ と を 示 し て い る 場
合 に 充 電 用 ス イ ッ チ Ｓ ５ を オ ン す る 。 こ れ に よ り 、 定 電 圧 回 路 ２ か ら 充 電 用 端 子 １ １ ｃ 、
充 電 用 ダ イ オ ー ド Ｄ ５ お よ び 充 電 用 ス イ ッ チ Ｓ ５ を 介 し て 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ ｃ に 電 圧 が 印
加 さ れ 、 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ ｃ が 充 電 さ れ る 。 そ の 結 果 、 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ ｃ の 過 放 電 が 防
止 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 一 方 、 マ ス タ 電 圧 監 視 部 １ ５ ａ は 、 ス レ ー ブ 電 圧 監 視 部 １ ５ ｃ か ら 送 ら れ て く る 信 号 が
、 電 圧 検 出 部 １ ４ ｃ 1 ～ １ ４ ｃ n か ら 送 ら れ て く る 電 圧 の う ち の １ つ 以 上 が 上 限 値 に な っ た
こ と を 示 し て い る 場 合 に 、 充 電 用 ス イ ッ チ Ｓ ５ オ フ す る 。 こ れ に よ り 、 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ
ｃ の 過 充 電 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 期 間 Ｔ １ ～ Ｔ ３ に お い て 、 放 電 用 ス イ ッ チ Ｓ ２ 、 放 電 用 ス イ ッ チ Ｓ ４ お よ び 放 電
用 ス イ ッ チ Ｓ ６ は 、 通 常 は 、 定 電 圧 回 路 ２ か ら ア プ リ ケ ー シ ョ ン ３ ｂ に 電 源 が 供 給 さ れ る
と 、 こ の ア プ リ ケ ー シ ョ ン ３ ｂ か ら の 制 御 信 号 に よ り オ ン さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 し た が っ て 、 定 電 圧 回 路 ２ か ら ア プ リ ケ ー シ ョ ン ３ ｂ へ の 電 源 供 給 が 停 止 さ れ る と 、 電
池 モ ジ ュ ー ル Ｃ ａ か ら 放 電 用 ス イ ッ チ Ｓ ２ 、 放 電 用 ダ イ オ ー ド Ｄ ２ お よ び 放 電 用 端 子 １ ２
ａ を 介 し て ア プ リ ケ ー シ ョ ン ３ ｂ に 電 源 が 供 給 さ れ る と と も に 、 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ ｂ か ら
放 電 用 ス イ ッ チ Ｓ ４ 、 放 電 用 ダ イ オ ー ド Ｄ ４ お よ び 放 電 用 端 子 １ ２ ｂ を 介 し て ア プ リ ケ ー
シ ョ ン ３ ｂ に 電 源 が 供 給 さ れ 、 さ ら に 、 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ ｃ か ら 放 電 用 ス イ ッ チ Ｓ ６ 、 放
電 用 ダ イ オ ー ド Ｄ ６ お よ び 放 電 用 端 子 １ ２ ｃ を 介 し て ア プ リ ケ ー シ ョ ン ３ ｂ に 電 源 が 供 給
さ れ る 。 そ の 結 果 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン ３ ｂ は 、 定 電 圧 回 路 ２ か ら の 電 源 供 給 が 停 止 さ れ て
も 、 電 池 シ ス テ ム １ か ら 電 源 が 供 給 さ れ る の で 、 動 作 を 継 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
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　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 第 １ 電 池 ユ ニ ッ ト ２ ０ ａ に お い て は 、 放 電 用 ス イ ッ チ Ｓ ２ が オ ン
さ れ て い る 状 態 で は 放 電 用 ダ イ オ ー ド Ｄ ２ は 逆 バ イ ア ス に な る の で 、 定 電 圧 回 路 ２ か ら の
電 圧 が 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ ａ に 印 加 さ れ る こ と が な い 。 し た が っ て 、 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ ａ に
微 弱 な 電 流 が 流 れ 続 け る こ と が な い の で 、 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ ａ を 構 成 す る 単 セ ル の 寿 命 が
短 く な る と い う 問 題 を 解 消 で き る 。 第 ２ 電 池 ユ ニ ッ ト ２ ０ ｂ お よ び 第 ３ 電 池 ユ ニ ッ ト ２ ０
ｃ に つ い て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 第 １ 電 池 ユ ニ ッ ト ２ ０ ａ の 充 電 用 ス イ ッ チ Ｓ １ 、 第 ２ 電 池
ユ ニ ッ ト ２ ０ ｂ の 充 電 用 ス イ ッ チ Ｓ ３ お よ び 第 ３ 電 池 ユ ニ ッ ト ２ ０ ｃ の 充 電 用 ス イ ッ チ Ｓ
５ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 排 他 的 に 順 次 オ ン さ れ る の で 、 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ ａ 、 電 池 モ ジ
ュ ー ル Ｃ ｂ お よ び 電 池 モ ジ ュ ー ル Ｃ ｃ に 同 時 に 充 電 電 流 が 流 れ る こ と が な い 。 し た が っ て
、 定 電 圧 回 路 ２ の 電 源 容 量 を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 電 池 シ ス テ ム は 、 無 線 停 電 電 源 装 置 に 利 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 電 池 シ ス テ ム の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ に 係 る 電 池 シ ス テ ム の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ に 係 る 電 池 シ ス テ ム の 動 作 を 示 す タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 電 池 シ ス テ ム の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
１ 　 電 池 シ ス テ ム
２ 　 定 電 圧 回 路
３ 　 ア プ リ ケ ー シ ョ ン
４ 　 電 源 ラ イ ン
１ １ 、 １ １ ａ 、 １ １ ｂ 、 １ １ ｃ 　 充 電 用 端 子
１ ２ 、 １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ 、 １ ２ ｃ 　 放 電 用 端 子
１ ３ 、 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ 、 １ ３ ｃ 　 共 通 端 子
１ ４ 1 ～ １ ４ n 、 １ ４ ａ 1 ～ １ ４ ａ n 、 １ ４ ｂ 1 ～ １ ４ ｂ n 、 １ ４ ｃ 1 ～ １ ４ ｃ n 　 電 圧 検 出 部
１ ５ 　 電 圧 監 視 部
１ ５ ａ 　 マ ス タ 電 圧 監 視 部
１ ５ ｂ 、 １ ５ ｃ 　 ス レ ー ブ 電 圧 監 視 部
Ｃ 1 ～ Ｃ n 、 Ｃ ａ 1 ～ Ｃ ａ n 、 Ｃ ｂ 1 ～ Ｃ ｂ n 、 Ｃ ｂ 1 ～ Ｃ ｂ n 　 電 池 モ ジ ュ ー ル
Ｄ １ 、 Ｄ ３ 、 Ｄ ５ 　 充 電 用 ダ イ オ ー ド
Ｄ ２ 、 Ｄ ４ 、 Ｄ ６ 　 放 電 用 ダ イ オ ー ド
Ｓ １ 、 Ｓ ３ 、 Ｓ ５ 　 充 電 用 ス イ ッ チ
Ｓ ２ 、 Ｓ ４ 、 Ｓ ６ 　 放 電 用 ス イ ッ チ

10

20

30

40

(8) JP 2007-236017 A 2007.9.13



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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